
開校準備係

青少年センター
　善法・河原

青少年センター
　善法・河原

開校準備係

大久保青少年センター 大久保青少年センター

学校改革推進課 学校改革推進課

企画調整係 企画調整係

教育支援課 教育支援課

子ども・学校支援係 子ども・学校支援係

家庭地域支援係 家庭地域支援係

学校教育課 学校教育課

学事係 学事係

教育指導係 教育指導係

図書館
　中央・東宇治・西宇治

図書館
　中央・東宇治・西宇治

センター長 教育支援センター センター長 教育総合推進センター

資料学芸係 資料学芸係

源氏物語ミュージアム 源氏物語ミュージアム

歴史資料館 歴史資料館

生涯学習センター 生涯学習センター

博物館管理課 博物館管理課

企画学芸係 企画学芸係

生涯学習係 生涯学習係

事業係 事業係

公民館 公民館

学校管理係 学校管理係

保健給食係 保健給食係

生涯学習課 生涯学習課

企画庶務係 企画庶務係

教職員係 教職員係

学校管理課 学校管理課

副部長 副部長

教育総務課 教育総務課

部長 部長

小中学校・幼稚園 小中学校・幼稚園

令和7年度　宇治市教育委員会の体制について

令和6年度組織 令和7年度組織

教育委員会 教育委員会

教育長 教育長
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令和７年度

宇 治 市 教 育 の 重 点

計画推進の視点とポイント

「宇治市教育の日」
シンボルキャラクター

ハチャ君

第2次宇治市教育振興
基本計画

宇治市教育の重点
（資料編）

「子育ち」「創造」「挑戦」「共生」「循環」の視点をもち、「家庭・学校・地域・
社会」がそれぞれの役割を果たしながら、「子どものwell-being」を実現するという
同じ目標に向かって協働すること

●家庭・学校・地域の連携・協働促進
・子どもたちの「生きる力」をはぐくむため、地域全体で

青少年の健全育成の取組を推進

●生涯学習環境の充実
・生涯にわたり学びを続けて社会で活躍できるよう、

情報リテラシーやデジタルスキルの向上を支援する

講座に取り組み、時間的・空間的制約を超えて学習

できる環境づくりを推進するとともに、生涯学習情

報の発信強化や社会還元の機会を充実

●図書館サービスの充実
・生涯にわたる読書や学びを支援するため、資料の充

実やＩＣＴ化の推進、非来館型サービスの拡大など、

さらなる図書館サービスを充実

●歴史と文化の継承・活用
・史跡・名勝の保存・活用や文化的景観の保全をはじ

めとする文化財行政の推進と、宇治の歴史・文化を

守り伝える史料の収集・保存・活用

●学力の充実・向上
・「効果のある宇治市方式を進めるアクションプラン」の

着実な実施による「主体的・対話的で深い学び」の実現

・誰一人取り残さないための具体的な支援・手立ての実施

・ICT の効果的な活用による授業改善

・非認知能力と認知能力を一体的にはぐくむ取組の推進

●不登校対策の充実、いじめ対策の推進
・児童生徒の「自己指導能力」の育成

・自分自身の大切さと他の人の大切さを認めることが

できる人権教育の展開

・魅力ある学校づくり

・学校の組織的な対応力の充実

・教職員に求められる資質能力の育成

●インクルーシブ教育の推進
・「全ての教員による特別支援教育」の推進と教職員の

意識改革・向上

・特別な支援を要する幼児児童生徒に対する指導及び

支援の充実

・｢個別の教育支援計画｣｢個別の指導計画｣の活用及び

日々の実践を踏まえた定期的な検証による切れ目ない

支援の充実

●保幼こ小連携・接続の推進
【架け橋ブロックを生かした】

・施設類型を越えたネットワークの構築

・連携・協働によるスタートカリキュラムや架け橋期の

カリキュラムの作成(改訂)・実践・改善

宇治市は、 憲法と教育基本法に基づき、 「第２期京都府教育振興プラン」を踏まえ、 本市の歴史と伝統を次代に継承しながら

「一人ひとりが輝き　伝統と新たな息吹を紡ぐまち ・宇治」を誇りとする郷土愛をはぐくむことができる全人的な調和のとれた市民

が育つ教育の充実を目指すものである。

本市では「第２次宇治市教育振興基本計画」を踏まえ、 先進的な教育環境の充実を図り、 地域コミュニティが一体となり、 協働

による絆を一層深めるとともに、「ふるさと宇治」の恵まれた自然や歴史遺産、伝統文化を基盤にして、一人ひとりの多様な幸せと

社会全体の幸せであるｗell-being の観点のもと、 ５つの視点（「子育ち」「創造」「挑戦」「共生」「循環」）をもって取り組み、 郷

土を愛し、生涯にわたり学ぶ力と自ら行動する力を備えた、未来社会とあすの宇治、日本そして、世界を切り拓く市民が育つ特色あ

る教育を進める。

そのため、これまでに本市教育が構築してきた小中一貫教育を柱にした「学び」と「育ち」の連続性を高め、幼児期から小学校、

中学校、さらには社会に繋がる「縦の接続」を深めることが重要である。同時に、家庭 ・学校 ・地域の連携 ・協働による「社会に

開かれた教育」の実現を通して、宇治に育つ子どもたちの社会性 ・自主性 ・創造性等の豊かな人間性を涵養するとともに、地域

社会全体のｗell-being、文化の伝承、持続的発展に作用するためには、コミュニティ ・ スクールの推進、関係諸機関との連携等

「横の連携」を強めることが重要である。

さらに、市民の主体的で自発的な学習活動が活性化され、世代や分野を越えて連携し、広がり、社会に還元されることにより、一

人ひとりの活力が「あすの宇治」の創造に発揮される生涯学習社会を目指す。

宇治市教育委員会は、京都府教育委員会との連携 ・協力のもと、学校を支援するとともに、今後の教育施策に関する基本的な

方針を定め、具体的な実践を進める。

宇治市教育委員会

生涯にわたって学び合い
地域の発展に力を発揮する生涯学習環境の充実

保幼こ小連携と小中一貫教育で培う
「育ちと学びの連続性」による人づくり

「家庭教育力」と「地域教育力」の向上

子育ち
家庭・学校・
地域の連携

創造
思考力・判断力
表現力の育成

挑戦
主体性をはぐくむ
教育の推進

共生
インクルーシブ教育

の推進

循環
生涯学習社会
の進展

子どもの
well-being

令和7年5月23日
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〔幼児期～小中一貫教育(前期・中期・後期)において身に付けたい力〕

後 中 3

期 中 2

中 中１

小６
期

小 5

前 小４

小３

期 小 2

小１

幼 5 歳
児
期

架
け
橋
期

〇幼児期の教育を通じて身に付けたことを生かしながら教科等の学びにつなぐ
〇小学校以降の教育を見通すことと先取りをすることは違うことに留意しながら
幼児教育の充実を図る

「安心」と「挑戦」の循環を通して子どもの well-being を高める
〇「安心」…アタッチメント（愛着）の形成 〇「挑戦」…豊かな遊びと体験

「学び」を深め
る…自分の生き
方と関連付けて
学びを深め、自
己実現を意識し、
変化する社会や
環境に柔軟に対
応し、進路を自
己決定する。

協力し合って
より良い集団
をつくるとと
もに、様々な
集団の中で自
分の役割を自
覚して集団生
活の充実に努
める。

「学び」の基礎
を身に付ける…
学ぶ楽しさを実
感させながら、
基礎的・基本的
な内容の定着を
図る。

かかわりを通し
て、自分や友達
の良さに気づか
せ、自己肯定感
や思いやりの心
を育てる。

基本的生活習慣
の定着…「早
寝・早起き・朝
ご飯」遊びや運
動を通して体を
動かす楽しさを
知る。

周りの人と親
しみ、好き嫌
いにとらわれ
ないで接する。

「学び」を活用
する…主体的に
学習する意欲を
養い、課題に対
し、既習事項を
活用し、課題を
解決する力を育
成する。

目標を持ち、
様々な活動をと
おして、経験を
広げ、努力する
ことの意義を実
感する。
自分で判断し、
行動できる力を
育成するととも
に、社会性や規
範意識を培う。

運動・スポーツ
の楽しさを味わ
うことで体を動
かす習慣を身に
付けさせる。
望ましい生活習
慣の実践…運動
能力の育成、バ
ランスの取れた
食生活を理解す
る。

生活の自己管
理…体力の向
上と運動に取
り組む態度を
育てる。健康
で健全な生活
習慣を確立す
る。

集団の中で個
を高める…自
己主張と共
に、集団の一
員として自分
の役割と責任
を自覚し、協
調・協力する。

利他性を醸成す
るとともに、誰
に対しても公平
に接し、差別や
偏見のない社会
の実現に努める。

知・徳・体・集団：遊びや生活を通して、総合的に学ぶ

知 徳 体 集団

〇後期(中 2・中 3）

・自分の学習スタイルを確立し、進路を見据え主体的に学習を進める。

〇中期(小 5～中 1)

・時間を有効に使い、主体的に学習する。

・将来の夢を話し合う。

〇前期(小 1～小４ )

・決まった時間に机に向かって学習する習慣を身に付ける。

・家庭での役割をつくる。

〇幼児期

・絵本に親しむ。

・積極的に遊びや体験に取り組む。

・基本的な生活習慣や生活リズムを身に付ける。

・「安心」という土台を築く。

・保護者、養育者が子どもと「共育ち」

知・徳・体・集団：遊びや生活を通して、総合的に学ぶ

身に付けたい力〕

等の学びにつなぐ
ことに留意しな

協力し合って
より良い集団
をつくるとと
もに、様々な
集団の中で自
分の役割を自
覚して集団生
活の充実に努
める。

周りの人と親
しみ、好き嫌
いにとらわれ
ないで接する。

集団の中で個
を高める…自
己主張と共
に、集団の一
員として自分
の役割と責任
を自覚し、協
調・協力する。

集団

つなぐ
しながら

協力し合って
より良い集団
をつくるとと
もに、様々な
集団の中で自
分の役割を自
覚して集団生
活の充実に努

周りの人と親
しみ、好き嫌
いにとらわれ
ないで接する。

集団の中で個
を高める…自
己主張と共
に、集団の一
員として自分
の役割と責任
を自覚し、協
調・協力する。

集団

幼児期

小4～小1(前期）

中1～小5
(中期)

中3・中2(後期)

教職員として大切
にしたいこと

家庭が学びの出発点！

教育で向上させたい well-being

〇幸福感(現在と将来、自分と周りの他者) 〇学校や地域でのつながり

〇自己肯定感 〇自己実現 〇協働性 〇利他性 〇心身の健康 〇多様性への理解

〇サポートを受けられる環境 〇社会貢献意識 〇安全・安心な環境

私たちの望む未来

〇高い人権意識と使命感を

持つ

〇組織（チーム）と個の責任

感による指導の充実

〇お互いを高め合う同僚性

〇すべての教育活動におい

て人材育成の視点を持つ

〇コンプライアンスの順守

と信頼できる人であること

〇子ども真ん中を前提とし

た「働き方改革」の推進

〇挑戦する姿勢を持つ

Future We want

〇目標やビジョンを共有するために「熟議」を活性化する

〇地域諸団体等との顔の見える関係づくりに努める

「保幼こ小連携から小中一貫教育で培う『育ちと学びの連続性』による人づくりビジョン」「保幼こ小連携から小中一貫教育で培う『育ちと学びの連続性』による人づくりビジョン」



〔幼児期～小中一貫教育(前期・中期・後期)において身に付けたい力〕

後 中 3

期 中 2

中 中１

小６
期

小 5

前 小４

小３

期 小 2

小１

幼 5 歳
児
期

架
け
橋
期

〇幼児期の教育を通じて身に付けたことを生かしながら教科等の学びにつなぐ
〇小学校以降の教育を見通すことと先取りをすることは違うことに留意しながら
幼児教育の充実を図る

「安心」と「挑戦」の循環を通して子どもの well-being を高める
〇「安心」…アタッチメント（愛着）の形成 〇「挑戦」…豊かな遊びと体験

「学び」を深め
る…自分の生き
方と関連付けて
学びを深め、自
己実現を意識し、
変化する社会や
環境に柔軟に対
応し、進路を自
己決定する。

協力し合って
より良い集団
をつくるとと
もに、様々な
集団の中で自
分の役割を自
覚して集団生
活の充実に努
める。

「学び」の基礎
を身に付ける…
学ぶ楽しさを実
感させながら、
基礎的・基本的
な内容の定着を
図る。

かかわりを通し
て、自分や友達
の良さに気づか
せ、自己肯定感
や思いやりの心
を育てる。

基本的生活習慣
の定着…「早
寝・早起き・朝
ご飯」遊びや運
動を通して体を
動かす楽しさを
知る。

周りの人と親
しみ、好き嫌
いにとらわれ
ないで接する。

「学び」を活用
する…主体的に
学習する意欲を
養い、課題に対
し、既習事項を
活用し、課題を
解決する力を育
成する。

目標を持ち、
様々な活動をと
おして、経験を
広げ、努力する
ことの意義を実
感する。
自分で判断し、
行動できる力を
育成するととも
に、社会性や規
範意識を培う。

運動・スポーツ
の楽しさを味わ
うことで体を動
かす習慣を身に
付けさせる。
望ましい生活習
慣の実践…運動
能力の育成、バ
ランスの取れた
食生活を理解す
る。

生活の自己管
理…体力の向
上と運動に取
り組む態度を
育てる。健康
で健全な生活
習慣を確立す
る。

集団の中で個
を高める…自
己主張と共
に、集団の一
員として自分
の役割と責任
を自覚し、協
調・協力する。

利他性を醸成す
るとともに、誰
に対しても公平
に接し、差別や
偏見のない社会
の実現に努める。

知・徳・体・集団：遊びや生活を通して、総合的に学ぶ

知 徳 体 集団

〇後期(中 2・中 3）

・自分の学習スタイルを確立し、進路を見据え主体的に学習を進める。

〇中期(小 5～中 1)

・時間を有効に使い、主体的に学習する。

・将来の夢を話し合う。

〇前期(小 1～小４ )

・決まった時間に机に向かって学習する習慣を身に付ける。

・家庭での役割をつくる。

〇幼児期

・絵本に親しむ。

・積極的に遊びや体験に取り組む。

・基本的な生活習慣や生活リズムを身に付ける。

・「安心」という土台を築く。

・保護者、養育者が子どもと「共育ち」

習を進める。

る。

〇後期(中 2・中 3）

・自分の学習スタイルを確立し、進路を見据え主体的に学習

〇中期〇中期(小 5～中 1)

・時間を有効に使い、主体的に学習する。

・将来の夢を話し合う。

〇前期〇前期(小 1～小４ )

・決まった時間に机に向かって学習する習慣を身に付ける。

・家庭での役割をつくる。

〇幼児期〇幼児期

・絵本に親しむ。

・積極的に遊びや体験に取り組む。

・基本的な生活習慣や生活リズムを身に付ける。

・「安心」という土台を築く。

・保護者、養育者が子どもと「共育ち」

幼児期

・
小小4小4～小小1(前期）

中1～小5
(中期)

中3・中2(後期)

〇後期(

・自分

〇中期

期

〇後期〇後期

・

〇中期

期）期

児期

教職員として大切
にしたいこと

小小 期小小1(((((((前前前前前前前前期小小

後期)

家庭が学びの出発点！

教育で向上させたい well-being

〇幸福感(現在と将来、自分と周りの他者) 〇学校や地域でのつながり

〇自己肯定感 〇自己実現 〇協働性 〇利他性 〇心身の健康 〇多様性への理解

〇サポートを受けられる環境 〇社会貢献意識 〇安全・安心な環境

私たちの望む未来

〇高い人権意識と使命感を

持つ

〇組織（チーム）と個の責任

感による指導の充実

〇お互いを高め合う同僚性

〇すべての教育活動におい

て人材育成の視点を持つ

〇コンプライアンスの順守

と信頼できる人であること

〇子ども真ん中を前提とし

た「働き方改革」の推進

〇挑戦する姿勢を持つ

Future We want

〇目標やビジョンを共有するために「熟議」を活性化する

〇地域諸団体等との顔の見える関係づくりに努める

「保幼こ小連携から小中一貫教育で培う『育ちと学びの連続性』による人づくりビジョン」



○「効果のある宇治市方式を進めるアクションプランセカンド（２nd）･ステージ」の着実な実施･振り返り・
計画の推進による全ての子どもたちが活躍する「主体的・対話的で深い学び」の実現を図る。
特に、子どもたち個々の状況・状態を把握し、誰一人取り残さないための具体的な支援・手立てを図る。

○幼児期の教育を通してはぐくまれた資質・能力を踏まえた非認知能力と認知能力の一体的な育成を推進する。
※京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～の結果分析・研修等での活用

◇宇治市立学校に在籍する全ての児童生徒を対象として取組を進めます。

◇全ての学力の基礎となる「国語の力」（ことばの力）の中でも、特に「書き

表す力」「読み解く力」の充実・向上を目指します。

◇府教委方式に準じた「４層区分」のＣ層に着目した取組を進めます。

◇全国学力・学習状況調査を指標とし、１st ステージで改善したＤ層に加え

Ｃ層の割合が全国の割合を下回ることを目標とします。

◇各校では、「目標設定シート」を活用して各校の過去の学力の傾向や状況等

から各校で設定した目標を達成するための取組や授業改善を行います。

セカンド（２ｎｄ）・ステージ（令和５～７年度）

非認知能力については、乳幼児期・学童期・思春期を

通してはぐくまれ、特に幼児期に顕著な発達が見ら

れることを踏まえ、就学前施設との連携・接続を大

切に考えて取り組みます。

セカンド（２ｎｄ） ジ（令和５

効果のある宇治市方式を進めるアクションプラン

認知能力

・学力
・記憶力
・ＩＱ（知能指数）

など、
数値で測定できる能力

非認知能力

・意欲・協調性
・忍耐力・自制心
・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力

など、
測定できない能力

非認知能力と認知能力を
一体的にはぐくむ教育の展開

○子どもの資質・能力育成に向けた授業を行う中で、効果的にICTを活用するとともに、研修等を通じて
全ての子どもたちの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びの充実に向けた指導を進める。

令和７年度に大切にしたいこと

○国語科における、C層・D 層の割合（府教委方式に準じた 4 層区分）が、全国平均と比べて多い。
○「主体的・対話的で深い学び」に関連する質問項目に肯定的に回答した児童生徒ほど国語科の正答率
が高い傾向にある。

■国語における四層別割合(令和 6 年度全国学力・学習状況調査)
【小学校】 【中学校】

■授業改善に関わる質問項目と国語科の正答率クロス集計(令和6年度全国学力・学習状況調査)

【小学校】 【中学校】 【小学校】 【中学校】

○学習の様々な場面で、一人一台端末などの日常的な ICT活用が進んでいるが、自分の考えをまとめ
たり、分かりやすく発表・表現したりする場面等において、学習のねらいを達成するための手立て
として、ICTの効果的な活用方法について継続して研修を進める必要がある。

■子どもの状況「学習の中でタブレット端末を使うことで・・・」 ■ICT活用の場面（週3回以上活用の割合）
（R6 全国学力・学習状況調査児童生徒質問調査肯定回答の割合） （R6 全国学力・学習状況調査学校質問調査）

現在の状況

課題解決に向けて自分で考え自分から取り組んでいたか自分の考えを工夫して発表していたか

項目 小学校(％） 中学校（％）
宇治市 77.3 100.0
全国 76.6 70.4
宇治市 63.6 70.0
全国 55.1 51.9
宇治市 50.0 60.0
全国 45.0 41.1

自分で調べる場面

自分の考えをまとめ、発表・表現する場面

児童生徒同士がやりとりをする場面

項目 小学校（％） 中学校（％）
自分のペースで学習できる 78.5 75.0
楽しみながら学習を進められる 79.4 75.1
画像、動画などで学習内容がよく分かる 87.3 87.6
考えや意見を分かりやすく伝えやすい 71.8 73.4
友達と考えを共有したり比べたりしやすい 81.2 83.9
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1.当てはまる

2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない

4.当てはまらない

1.発表していた
2.どちらかといえば、発表していた
3.どちらかといえば、発表していなかった

4.発表していなかった
5.考えを発表する機会はなかった

72.5 
65.8 

59.1 
47.6 
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■不登校出現率の推移■

●宇治市の「不登校児童生徒数」は、令和５年度
小中学校合わせて３７３名となり、過去最多とな
った。特にコロナ禍の途中から急激な増加に転じ
ており、小６、中２、中３に急な増加が見られる。

■不登校児童生徒数の推移■

いじめ防止対策推進法や国のいじめ防止基本方針で
示されている「学校のいじめに取り組む組織」の例を
示す。構成員は各学校の実態に応じて選出する。
【構 成 員】

管理職、主幹教諭、生徒指導主任、当該学年、養護
教諭、スクールカウンセラー、まなび・生活アドバイ
ザー 等
【組織の役割】

対策会議は定例で開催し、いじめの指導・支援の方
針の決定、いじめを防止するための対策の実施、いじ
めアンケート調査の実施や分析、地域や保護者との連
携等、速やかに組織的に対応する。

■学校で組織する「いじめ防止対策委員会（例）」■

（宇治市教育委員会 小・中学校の生徒指導の現況）

（宇治市教育委員会 小・中学校の生徒指導の現況）

■いじめの認知・実人数の推移■

■学年別不登校児童生徒数の推移■
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■管理職のリーダーシップと
指導方針の決定、役割分担

■徹底した
「報告・連絡・相談・記録」
①丁寧な初期対応
②事象の正確な把握と活用

Ⅱ.学校の組織的な取組

●「生徒指導」は、児童生徒一人ひとりの個性の発見と良さや可能性の伸長と社会的資質・能力の発達を
支えると同時に自己の幸福追求と社会に受け入れられる自己実現を支えることを目的とし、その目的達成
のために、児童生徒一人ひとりが「自己指導能力」を身に付けることが重要である。また、人との関わり
の中で､互いの良さを認め、互いの気持ちを大切にすることができるように人権教育の推進も重要である。
具体的に学校で生徒指導を推進していくために、次の３点を柱とする。

Ⅲ.研修・信頼・責任

■教職員に求められるもの
①新たな学びに挑戦する
②信頼される姿や行動を見せる
③チーム学校を機能させるために
自分の役割を理解し全うする

④高い人権意識を身に付ける

■｢実践上の４視点｣で授業づく
りや学校行事等を見直す
①自己存在感の実感
②共感的な人間関係の育成
③自己決定の場の提供
④安全・安心な風土の醸成

Ⅰ.魅力ある学校づくり

児童生徒が学校生活の中で自分自身の良さを伸ばし、必要な能力を身に付ける

～ 「学習指導」と「生徒指導」は両輪、魅力ある学校づくりに取り組む ～

　生徒指導は、毎日の指導や支援の積み重ねである。教職員同士の日常会話や学年会、生徒指導部会等
の中で、｢実践上の４視点｣を意識した授業づくり、学校行事での指導、日常の生活での声掛け、相談活
動等とは何なのかを整理し、見直し、魅力ある学校づくりに取り組むことが重要である。

令和７年度に大切にしたいこと
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●宇治市の「いじめの認知・実人数」は、令和５
年度小中学校合わせて２，０６８人となった。い
じめ防止対策推進法でいじめの定義がされて以降、
「心身の苦痛を感じているもの」をいじめとして
対応している。



○「効果のある宇治市方式を進めるアクションプランセカンド（２nd）･ステージ」の着実な実施･振り返り・
計画の推進による全ての子どもたちが活躍する「主体的・対話的で深い学び」の実現を図る。
特に、子どもたち個々の状況・状態を把握し、誰一人取り残さないための具体的な支援・手立てを図る。

○幼児期の教育を通してはぐくまれた資質・能力を踏まえた非認知能力と認知能力の一体的な育成を推進する。
※京都府学力・学習状況調査～学びのパスポート～の結果分析・研修等での活用

◇宇治市立学校に在籍する全ての児童生徒を対象として取組を進めます。

◇全ての学力の基礎となる「国語の力」（ことばの力）の中でも、特に「書き

表す力」「読み解く力」の充実・向上を目指します。

◇府教委方式に準じた「４層区分」のＣ層に着目した取組を進めます。

◇全国学力・学習状況調査を指標とし、１st ステージで改善したＤ層に加え

Ｃ層の割合が全国の割合を下回ることを目標とします。

◇各校では、「目標設定シート」を活用して各校の過去の学力の傾向や状況等

から各校で設定した目標を達成するための取組や授業改善を行います。

セカンド（２ｎｄ）・ステージ（令和５～７年度）

非認知能力については、乳幼児期・学童期・思春期を

通してはぐくまれ、特に幼児期に顕著な発達が見ら

れることを踏まえ、就学前施設との連携・接続を大

切に考えて取り組みます。

効果のある宇治市方式を進めるアクションプラン

認知能力

・学力
・記憶力
・ＩＱ（知能指数）

など、
数値で測定できる能力

非認知能力

・意欲・協調性
・忍耐力・自制心
・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力

など、
測定できない能力

非認知能力と認知能力を
一体的にはぐくむ教育の展開

○子どもの資質・能力育成に向けた授業を行う中で、効果的にICTを活用するとともに、研修等を通じて
全ての子どもたちの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びの充実に向けた指導を進める。

令和７年度に大切にしたいこと

○国語科における、C層・D 層の割合（府教委方式に準じた 4 層区分）が、全国平均と比べて多い。
○「主体的・対話的で深い学び」に関連する質問項目に肯定的に回答した児童生徒ほど国語科の正答率
が高い傾向にある。

■国語における四層別割合(令和 6 年度全国学力・学習状況調査)
【小学校】 【中学校】

■授業改善に関わる質問項目と国語科の正答率クロス集計(令和6年度全国学力・学習状況調査)

【小学校】 【中学校】 【小学校】 【中学校】

○学習の様々な場面で、一人一台端末などの日常的な ICT活用が進んでいるが、自分の考えをまとめ
たり、分かりやすく発表・表現したりする場面等において、学習のねらいを達成するための手立て
として、ICTの効果的な活用方法について継続して研修を進める必要がある。

■子どもの状況「学習の中でタブレット端末を使うことで・・・」 ■ICT活用の場面（週3回以上活用の割合）
（R6 全国学力・学習状況調査児童生徒質問調査肯定回答の割合） （R6 全国学力・学習状況調査学校質問調査）

現在の状況

課題解決に向けて自分で考え自分から取り組んでいたか自分の考えを工夫して発表していたか

項目 小学校(％） 中学校（％）
宇治市 77.3 100.0
全国 76.6 70.4
宇治市 63.6 70.0
全国 55.1 51.9
宇治市 50.0 60.0
全国 45.0 41.1

自分で調べる場面

自分の考えをまとめ、発表・表現する場面

児童生徒同士がやりとりをする場面

項目 小学校（％） 中学校（％）
自分のペースで学習できる 78.5 75.0
楽しみながら学習を進められる 79.4 75.1
画像、動画などで学習内容がよく分かる 87.3 87.6
考えや意見を分かりやすく伝えやすい 71.8 73.4
友達と考えを共有したり比べたりしやすい 81.2 83.9
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5.考えを発表する機会はなかった
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■不登校出現率の推移■

●宇治市の「不登校児童生徒数」は、令和５年度
小中学校合わせて３７３名となり、過去最多とな
った。特にコロナ禍の途中から急激な増加に転じ
ており、小６、中２、中３に急な増加が見られる。

■不登校児童生徒数の推移■

いじめ防止対策推進法や国のいじめ防止基本方針で
示されている「学校のいじめに取り組む組織」の例を
示す。構成員は各学校の実態に応じて選出する。
【構 成 員】

管理職、主幹教諭、生徒指導主任、当該学年、養護
教諭、スクールカウンセラー、まなび・生活アドバイ
ザー 等
【組織の役割】

対策会議は定例で開催し、いじめの指導・支援の方
針の決定、いじめを防止するための対策の実施、いじ
めアンケート調査の実施や分析、地域や保護者との連
携等、速やかに組織的に対応する。

■学校で組織する「いじめ防止対策委員会（例）」■

小６ 中２ 中３に急な増加が見られる。
（宇治市教育委員会 小・中学校の生徒指導の現況）

（宇治市教育委員会 小・中学校の生徒指導の現況）（宇治市教育委員会 小・中学校の生徒指導の現況

■いじめの認知・実人数の推移■

■学年別不登校児童生徒数の推移■
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■管理職のリーダーシップと
指導方針の決定、役割分担

■徹底した
「報告・連絡・相談・記録」
①丁寧な初期対応
②事象の正確な把握と活用

Ⅱ.学校の組織的な取組

●「生徒指導」は、児童生徒一人ひとりの個性の発見と良さや可能性の伸長と社会的資質・能力の発達を
支えると同時に自己の幸福追求と社会に受け入れられる自己実現を支えることを目的とし、その目的達成
のために、児童生徒一人ひとりが「自己指導能力」を身に付けることが重要である。また、人との関わり
の中で､互いの良さを認め、互いの気持ちを大切にすることができるように人権教育の推進も重要である。
具体的に学校で生徒指導を推進していくために、次の３点を柱とする。

Ⅲ.研修・信頼・責任

■教職員に求められるもの
①新たな学びに挑戦する
②信頼される姿や行動を見せる
③チーム学校を機能させるために
自分の役割を理解し全うする

④高い人権意識を身に付ける

■｢実践上の４視点｣で授業づく
りや学校行事等を見直す
①自己存在感の実感
②共感的な人間関係の育成
③自己決定の場の提供
④安全・安心な風土の醸成

Ⅰ.魅力ある学校づくり

児童生徒が学校生活の中で自分自身の良さを伸ばし、必要な能力を身に付ける

～ 「学習指導」と「生徒指導」は両輪、魅力ある学校づくりに取り組む ～

　生徒指導は、毎日の指導や支援の積み重ねである。教職員同士の日常会話や学年会、生徒指導部会等
の中で、｢実践上の４視点｣を意識した授業づくり、学校行事での指導、日常の生活での声掛け、相談活
動等とは何なのかを整理し、見直し、魅力ある学校づくりに取り組むことが重要である。

令和７年度に大切にしたいこと
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●宇治市の「いじめの認知・実人数」は、令和５
年度小中学校合わせて２，０６８人となった。い
じめ防止対策推進法でいじめの定義がされて以降、
「心身の苦痛を感じているもの」をいじめとして
対応している。




